
船舶事故調査報告書 

 

                                平成２２年８月５日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 転覆 

発生日時 平成２１年４月１４日 ０４時５０分ごろ 

発生場所 北海道豊頃
とよころ

町十勝
とかち

大津
おおつ

灯台から真方位１０５°８００ｍ付近 

（概位 北緯４２°４０.２′ 東経１４３°３８.３′） 

事故調査の経過  平成２１年４月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

漁船 第三十八海
かい

盛
せい

丸、２.４トン 

 ＨＫ３－１００３７１（漁船登録番号）、個人所有 

 ８.７８ｍ（Ｌr）×２.３６ｍ×０.９８ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関２基、漁船法馬力数３０／基、平成９年１２月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４２歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免 許 登 録 日 昭和６１年９月１２日 

  免許証交付日 平成１８年６月１６日 

         （平成２３年９月１１日まで有効） 

甲板員 男性 ７７歳 

 死傷者等 行方不明 １人（甲板員）、負傷 １人（船長） 

 損傷 全損 

 事故の経過  本船は、船長及び甲板員１人が乗り組み、対地速力約１０ノットで豊頃

町大津漁港を出航中、船長が、港口付近で白波が立ち、波高が約２.５ｍに

達することを確認したが、何とかなると思い、操業を断念せずに出航し

た。 

 

 本船は、大津漁港南防波堤から約３００ｍ離れた水深約５ｍの漁場に到

着し、平成２１年４月１４日０４時５０分ごろ、船首を沖合に向け、刺し

網を揚収するために浮きを確保しようとしたところ、船首に波が打ち込ん

で船尾甲板に海水が溜まり、右舷側から強風を受ける状況で、波高約２.５

ｍの高波を受け、船首右舷側が押し上げられて左舷側に転覆した。 

 船長及び甲板員は海に投げ出され、船長は転覆した状態の本船の船尾部

の手すりに足を掛けて身体を支え、甲板員は船首部の索につかまってい

た。 

 船長が甲板員に声を掛けたが、甲板員は、索から手が離れて沖に流さ

れ、海中に没して行方不明となった。 

本船が南防波堤の方向に流されているとき、船長は、防水性の携帯電話

で漁業協同組合に救助を求め、南防波堤の消波ブロックに漂着したのち、
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船底に這い上がり、０５時４０分ごろ僚船に救助され、搬送された病院で

低体温症と診断された。 

本船は、消波ブロックに漂着した際、大破した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南南西、風力 ４、視界 良好 

海象：うねり 約１～２.５ｍ、水温 約３～４℃ 

特記事項：十勝南部に、強風注意報が発表されていた。 

 その他の事項  他の漁船は、本事故当日、荒天のため出漁を見合わせていた。 

 船長は、揚網を行う際、本船の船尾方向から風浪を受けると危険なの

で、船首側から風浪を受けるようにしていた。 

 船長及び甲板員は、ふだんから救命胴衣を着用しておらず、本事故当日

も着用していなかった。 

 船長の健康状態は良好であり、甲板員の健康状態も良好であったが、甲

板員は高血圧で薬を服用していた。 

 本船は、漁獲物等は積載しておらず、船体及び機関等に不具合又は故障

はなく、船外機への絡網はなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 本船は、大津漁港南西方沖で刺し網の揚網作業

中、船尾甲板に海水が滞留して強風を受ける状況

で、高波を受けて、左舷側に転覆した可能性があ

ると考えられる。 

 船長は、他の漁船が出漁を見合わせる中、港口

付近で白波が立ち、波高が約２.５ｍに達すること

を確認したが、操業を断念せずに出漁したものと

考えられる。 

 甲板員は、救命胴衣を着用していれば救助され

た可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船が大津漁港南西方沖で刺し網の揚網作業中、船尾甲板に

海水が滞留して強風を受ける状況で、高波を受けたため、転覆したことに

より発生した可能性があると考えられる。 

 




